
 
 

66 

別添資料 4．キックオフ報告会資料 

 

 

 
 



 
 

67 

 
 
 



 
 

68 

 

 



 
 

69 

 
 
 



 
 

70 

 
 
 

 

  



 
 

71 

 

別添資料 5．中間報告会資料 
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別添資料 6．2026年最終報告会資料 
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【実施体制】

4

1．2025年度の活動（提案時）*提案書抜粋
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容量
（MW）

分類地点

24陸上太陽光Pohnlangas
地点

1.3陸上太陽光埋立地
42～浮体式洋上

太陽光
空港島
南側海域

（右）太陽光発電ポテンシャルサイト*

*参照「太平洋島嶼国における再生可能エネルギーを主体とした電力マスタープラン策定等調査事業」調査報告書
（一部抜粋）

（左）ヒアリングを通した既存の太陽光発電サイト

容量
（kW）

支援国年度

600UAE2016
274ニュージーランド2019

2,000
（2MW）

台湾2019

【今後の方針】

・水力や太陽光など複数の再エネを組み合わせた最適なエネルギーミックス（right mix）を提言。

・ 多様な再エネの導入 系統安定化を図るための方策が必要。

・VSG（仮想同期発電機）等の系統安定化技術導入の検討。

2．需給運用状況の調査と今後の方針

 
 
 

３．現地調査結果（2025年10月）

4

【今後の方針】

・水力発電の事業化に向けた調査

調査場所の選定
• 候補地の調査／
• 選定

調査内容

• 水量の記録
• 地質
• 環境

データー解析
• データー収集
• 発電量の予測

2．水力発電、太陽光発電による再生可能エネルギーの活用
（今後の方針）
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5

所属（ 和文）所属（ 英文）名前No.

州知事Pohnpei State GovernorThe Honorable Stevenson A. 
Joseph1

資源開発局長
Director of Resources and 
DevelopmentDirector Mark E. Kostka2

広報担当職Pohnpei Public information officerMr. Patrick K. Pedrus3

環境保護局
執行責任者

Executive officer, Pohnpei State 
Environmental Protection AgencyMr. Francisco Celestine4

公共事業公社
（ポンペイ州の電
力／水を担ってい
る機関）
最高責任者

Chief Executive Officer of Pohnpei 
Utilities CorporationMr. Nixon T. Anson5

2．海士町の環境政策に係る知見の共有

 知事以下5名（うち4名はポンペイ州が旅費自己負担）が参加。

 電力公共事業、資源保護（観光開発、地場産業の振興）や廃棄物の担当者からの視点で
セミナーに参加。

 海士町への訪問を通して、今後の取組の中心となる方針が整理された。

 
 
 
 

備考視察場所等日時

西郷港 ⇒ 菱浦港8:30

工場見学・CAS説明CAS（キャス）凍結センター9:50

施設及び取組説明
海士町清掃センター・
海士浄化センター

10:25

関係者名刺交換・大江町長挨拶・
町概要説明

海士町役場11:00

昼食12:10

歴史探訪後鳥羽院資料館13:10

隠岐牛・堆肥取組説明隠岐潮風ファーム・堆肥センター14:00

概要説明変電所・大型蓄電池14:40

見学～説明海士町最終処分場15:05

2．海士町の環境政策に係る知見の共有（0202視察）
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油井水力発電所（外からの見学のみ）

・ 200kW：導入の規模感が似ている*。

・ どのような設備導入が必要か理解。

＊参照「太平洋島嶼国における再生可能エネルギーを主体とした電力マスタープラン策定等調査事業」調査報告書
の提案に基づく

2．海士町の環境政策に係る知見の共有

 

 

5

CAS凍結センター

・特徴：冷凍することで長期間品質を保てること
から販売計画が立てやすい。

・漁師の収入が2倍となった。

（アイディア）

ポンペイ州の特産である、漁業の他にフルーツ
等の活用。

海士町清掃センター

・収集：ゴミ袋70円（1枚45L）を町民が負担。

・資源化：収入としては微々たる金額。収入
というよりはごみの減量化のために実施。

・可能な限り資源化／焼却し、最終処分場
への持ち込みを最小限としている。

（アイディア）

現最終処分場への取組に活用

2．海士町の環境政策に係る知見の共有
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5

隠岐潮風ファーム堆肥センター

・廃棄物の循環を行うことで、廃棄のコスト削減となっている。

・隣接している牛舎から牛糞＋産業廃棄物業者よりの木くず→乾燥→袋詰め→（島内外）販売
（年間300t）程。

・資源循環：コメ農家から藁 → 牛の餌 → 堆肥製造 → コメ農家（無料で配布）

（アイディア）輸入肥料の代替 → 養豚の糞＋廃材 （一方で、FSMの気候での発酵が難）

2．海士町の環境政策に係る知見の共有

 
 
 

5

町長訪問

・海士町の地域創生の取組 （行政改革、産業振興、
観光開発、「大人の島留学」による移住促進等）

・「ないものはない（必要なものはここにある）」への
理解

豊かな自然の最大限の活用

2．海士町の環境政策に係る知見の共有

 
 



 
 

82 

5

変電所・大型蓄電池

・「レッドックスフロー蓄電池」の活用により、劣化のない効率的な再エネの利用が可能となる

コストや性能を考慮した現地に適する蓄電池を検討。

・将来の再エネ導入を見据えた上で、再エネ投入による電気料金の高騰化によって住民の負担と
ならないよう調整が必要となる点に留意

【今後の方針】

・最適なエネルギーミックス（right mix）を提言

中国電力（株）本部 表敬訪問（2/4) 

2．海士町の環境政策に係る知見の共有（電力分野）

 
 

（海士町との連携事業）

5

Core Pillars of collaborative projects 
with Ama Town: 

  

Renewable Energy & Infrastructure, 
Fisheries & Value-Added Processing, 
Waste Management & Composting, 
Sustainable Economic Models. 

（ポンペイ州の広報媒体Face Bookから一部抜粋） 

 海士町との連携事業（意訳）は、「島とから島へ(island-
to-island)」の文化・地理に適合した実装事業。 

①漁業の強化と付加価値加工

②廃棄物管理と堆肥化システム

③交流プログラムを通じた地域開発                
               

 【今後の方針】 

・海士町と連携し、上記活動を通したポンペイ州への適用
可能性の検討。 

2．海士町の環境政策に係る知見の共有（今後の方針）
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終

5

終

 
 

３．まとめ（今後の方針）

水力発電、太陽光発電による再生可能エネルギーの活用
 水力発電の事業化に向けた調査
ー測量、地質調査、流量観測、環境調査。
ー河川特性や施工性、環境影響を総合的に確認。
ー流域条件・落差・想定水量をもとに発電規模や施設配置案を検討。

需給運用状況の調査
 多様な再エネの導入に向けた系統安定化を図るための方策としてのVSG技術等の検討。

海士町の環境政策に係る知見の共有
①漁業の強化と付加価値加工
②廃棄物管理と堆肥化システム
③交流プログラムを通じた地域開発 
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